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様式２

平成25年度

ねぎうちれきしこーえん ふ り が な たなか　みのる

根木内歴史公園サポーター（根っ子の会） 代 表 者 氏 名 田中　稔

任意団体 設 立 年 月 日 平成18年7月19日

松戸市 会員数 24名

代表１名、副代表１名、理事3名
事務局2名、会計２名、監査１名

年予算額 29万4千円

功
績
概
要

最
近
1
年

間
の
主
な
活

動
状
況

推
薦
理
由

表彰年月日 表彰名（受賞功労名）

平成22年11月24日 感謝状（緑の都市賞）

平成24年1月14日 松戸景観優秀賞（活動部門）

平成19年11月10日 東葛まちづくり交流会 自然賞 東葛まちづくり交流会

平成22年11月17日 IFPRA認定証

所　　属 職氏名

公園緑地課 技師　高橋　平

千葉県環境功労者知事感謝状審査票（団体）

1）湿地の保全と回復、樹林地の保全作業に併せて、観察調査会や各種イベントを企画開催し、行政と
会員間の情報共有化を目的としたミーティングを毎月行っている。イベントは、子ども・家族連れ・高齢者
などを対象にした企画で、公園の写真展、田植え・お餅つき・お楽しみ会、虫ハカセになろう！、夏休み
工作づくり、公園で楽しむ音楽会、鳥の観察会、ミニ門松づくり、ワラジづくりなど。湿地の回復では、田ん
ぼ約150㎡にもち米を植え、子どもたちに田植え体験、稲刈り体験に加えて、お餅つき体験を実施し、お
楽しみ会も開催しており、地域方々や来園者との交流に努め、地域ぐるみでの「活きた公園づくり」を行っ
ている。　2）平成20年度からは「松戸市協働事業提案制度」に採択され、市との関わりや資金面が強化
され、更に充実した活動が行われるようになった。　3）平成２２年度に松戸市が「緑の都市賞：国土交通
大臣賞」を受賞するにあたっては、市内の里やま活動・花壇づくり愛護団体と共に「みどりの市民力」の大
きな原動力となり、感謝状の贈呈があった。　4）平成24年には、湿地のヨシ刈りや四季を通して行われる
景観や安全に配慮した手入れ作業が評価され、松戸景観賞で優秀賞（活動部門）を受賞。　5）本活動
は松戸市での先進的モデル事業となっているだけでなく、平成22年5月に千葉県環境生活部県民活動・
文化課の「市町村行政とNPOの協働事例集」でも紹介され、同年９月には同文化課の「NPOを知り、協働
を考える」の市町村向けシンポジウムでは事例報告を実施している。　6）ＩＦＰＲＡの公園グッドプラクティ
スでは、活動が高く評価され、認定書の交付もあった。都市の緑や公園の発展に貢献している事例で、韓
国や香港での世界大会で高い関心が寄せられている。千葉大の先生方の同行もあり、ワシントン大学生・
ソウル大学生などの来園があった。

松戸市

松戸市

ふ り が な

役 職 員 構 成

活 動 範 囲

団 体 の 沿 革

年 度

法 的 根 拠

所 在 地

団 体 の 名 称

IFPRAジャパン

表
彰
歴

表彰者

〒270-0011　千葉県松戸市根木内５５６

「歴史とみどりと水の調和」をテーマに平成18年4月に根木内歴史公園は開園さ
れた。「湿地や樹林地の保全活動」、「自然観察会」や「イベント開催」を通して、
この公園が市民にとって「自然を楽しめる公園」、「再来したい公園」となることを
願い、公園ボランティアの活動によって、目的が達成されるとして設立された。

開園に先立って、市内の緑の関係団体が協力し、続いて開園後に「公園ボラン
ティア体験講座」を開設、その受講生27名で活動を開始。「自らの手による湿地
や樹林地の保全管理作業だけでなく、イベント開催などによる地域や来園者との
交流を公園活性化につなげていく活動」が高く評価され、平成20年度からは「松
戸市協働事業提案制度」に採択され、松戸市における協働の先進的モデル事
業として、現在に至るまで継続的且つ活発な活動を展開している。

担
当
者

連絡先TEL

047-366-7380

設 立 の 目 的

1）定例活動（月３～４回）：良好な景観維持や豊かな生態系をつくるための湿地や樹林地の保全活動。
2）ミーティング（月1回）。3）調査活動（月１～２回）：生態系の把握とその情報を広く公開するために行う
観察会。4）イベント開催：虫ハカセになろう！、夏休み工作つくり、田植え・稲刈り・お餅つき体験、公園
で楽しむ音楽会、ミニ門松づくり、松戸市のオープンフォレスト参加、緑と花のフェスティバル参加等。
＊会の設立から8年を経過し、活動記録はHPにすべて掲載 http://negiuchi-park.org/

活動開始以来、乾燥化が進行し貧弱な生態系しか有していなかった湿地が、現在では蛙などが生息し、
カモ類・サギ類・カワセミなどが餌を求め飛来するというような、豊かな生態系を有する湿地へと変貌を遂
げている。また来園者も増加し行政だけでは成し遂げられない「自然の活性化」「人の活性化」の両面で
成果をあげている。更に本活動は保全活動などに関する研修で優良事例として採りあげられるなど客観
的な評価も受けている。よって、被表彰候補団体として推薦するものである。

表彰式：2014年6月25




